様式第１号の３（第６条関係）

令和　　　年　　　月　　　日

芦屋市長　　宛

	（団体名）



	（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　

	（代表者名）

	


令和　　年度芦屋市自主防災会等育成事業補助金交付申請書

（自主防災会等の資機材を活用した防災活動）

地域防災活動を推進し、地域コミュニティの活性化及び地域防災力の向上を図るため、芦屋市自主防災会等育成事業補助金交付要綱第６条の規定により下記のとおり申請します。

記

１　　補助申請額　　　金　　　　　　　　　　　円　（限度額　５０，０００円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※要件を満たせば加算あり

２　　事業計画
	防災活動の内容や資機材の活用方法について
	

	購入予定の

資機材について
	名　　　称
	

	
	単　　　価
	円
	数　量
	

	
	名　　　称
	

	
	単　　　価
	円
	数　量
	

	
	名　　　称
	

	
	単　　　価
	円
	数　量
	

	合計金額
	　　　　　　　　　　　円
	資機材の
保管予定場所
	


３　連携する事業所や集合住宅
	事業所や集合住宅の種類
	□　市内に活動拠点等を有する事業所（次のいずれかに○）
【店舗・工場・事務所・営業所・学校法人・NPO法人・その他の団体】

□　市内に所在する管理組合のある集合住宅

	名　称
	
	所在地
	芦屋市　　　町　　番　　号

	連携方法
	次のいずれかに○
【資機材・人材・場所・その他（　　　　　　　）】を用いた活用・参画

	具体的な連携内容
	


様式第１号の４（第６条関係）
令和　　　年　　　月　　　日
芦屋市長　宛
	（団体名）


	（住所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　

	（代表者名）

	


芦屋市自主防災会等育成事業補助金交付確認書
私は、令和　　年度芦屋市自主防災会等育成事業補助金を活用するマンションについて、下記の事項に間違いないことを確認しました。
記
１　入居者がいる階数は３階以上、かつ、入居者がいる住戸が１０以上ある。
２　マンションの管理の適正化の推進に関する法律（平成１２年法律第１４９号）第２条第３号に規定する管理組合があり、年１回は総会を開催している。
３　鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造その他これらに類する構造であり、かつ、昭和５６年６月１日以降に建築確認を受けた新耐震基準によるもの、又は昭和５６年５月３１日以前に建築確認を受けたものであって、耐震診断若しくは耐震改修等により現行の耐震基準に適合していることが確認されたものに該当している。
４　芦屋市と災害時における一時避難場所として共用部分等の提供に関する協定を締結することについて住民間で合意があること。
以上
様式第２号（第６条関係）

令和　　年　　　月　　　日

芦屋市長　　宛

	（団体名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　

	（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　

	（代表者名）

	


令和　　年度芦屋市自主防災会等育成事業補助金収支予算書

（単位：円）

	補助対象事業
	□自主防災会等の防災訓練等
□自主防災会等の地区防災計画の策定や更新に係る防災活動
□自主防災会等の資機材を活用した防災活動

	収　　入　　の　　部
	支　　出　　の　　部

	費　　目
	
	万
	千
	百
	十
	一
	費　　目
	
	万
	千
	百
	十
	一

	芦屋市自主防災会等

育成事業補助金
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	自主防災会等（自治会含む）からの支出金
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	　


	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	
	
	
	合　　計
	
	
	
	
	
	



